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1 Yasuo TARUKI　2 Hiroshi OOHINATA　1 Chiaki BABA　3 Yuuki KAWATA
1 Kentarou SAKAKIBARA　1 Yae FUKUDA











課題実施期間に欠席のない 2・3 年生男子 10 名、女























の文章化に 3 回、それぞれ 20 分程度を授業の終わ
































生計を立てたいとする者が 17 名中 16 名みられた。
残り 1 名は、先のことはまだ考えられないとしてい
た。希望職種は、教職 11 名、動物関係 5 名、サー
ビス業 3 名、公務員 5 名、人間に関わる職業 2 名、
研究職 1 名、不明 1 名であった（複数回答）。さらに、
教職を考える動機として、学習指導が 11 名中 8 名、






























（2） なりたい自分を見直し進路変更した B さんの事例






















（3） 活動することで自分の適性を知ろうとする C さ
んの事例
　図 3 に C さんの描いた図を示し、以下にその事
例を整理した。C さんの大学受験時の志望先は福祉
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